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　堺市で“かがやけ憲法、みんなで平和のバトンをう
けつごう”をテーマに８月５日・６日の両日、「戦争
展」が開催されました。戦争について様々な視点から
学ぶことや、大阪大空襲を語り継ぐDVDの鑑賞、ま
た現在起きているウクライナとロシアの戦争について
も学ぶことができました。
　「せんそう中の学校と子どもたち」「せんそうと平
和のクイズ」など学生が平和とは何か考え、知る企画
もあり、工夫されていました。

　展示や体験のコーナーでは、訪れた人が絵画や絵て
がみ、折り紙なども楽しむことができるようになって
おり、見たり聞いたりするだけではなく、様々な表現
方法で平和について考えられる工夫がされていまし
た。
　アフター企画として10月28日には、「堺から世界へ
届け～平和へのメッセージ～」をテーマにピースライ
ブが行われます。会場は「堺市合同庁舎前Minaさか
い」。音楽を通じて平和を考える機会にしてはどうで
しょうか。

（解き方）二重ワクの文字をＡ～Ｆの順に並べ
かえてできる言葉を答えてください。

出題者：山本汎昭さん

不発弾で両手両足を失っても教員として
活躍をされた藤野高明さんの講演　　　

堺平和のための戦争展2023
平和を楽しく学ぶ
（堺平和のための戦争展実行委員会）

ヒント：夏を楽しむイベントです

次号は９月10日の定期大会の次号は９月10日の定期大会の
記事を掲載しますので記事を掲載しますので
９月下旬の発行になります９月下旬の発行になります
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断然安い掛金断然安い掛金
火災共済にぜひ加入を

落雷でパソコンが壊れた！

500円円（耐火は250円）（耐火は250円）でで1000万円万円の保障！の保障！
（全焼の場合）

★ 詳細は組合書記局までお問い合わせ下さい

月 掛 金
たったの

まさか

の備え

<加入例>

月額掛金 構造 借家にお住まい 持ち家にお住まい

250円 耐火 家財の保障　　　

1,000万円
家財の保障　　　

 400万円
建物の保障　　　

 600万円500円 木造

こんな場合も火災共済がお役にたちましたこんな場合も火災共済がお役にたちました

月掛金はたったの
125円です

保障額は居住面積・家族の人数により設定できます。最高限度は建物
4,000万円、家財2,000万円まで。掛金月額１口５円（耐火は2.5円）
につき保障10万円。

〈自治労連共済の特徴〉
①全国一律の安い掛金で大きな保障
②風水害特約（地震等見舞金付）を2023年４月から新設
　自治労連の火災共済は、基本掛金の中で、火災はもち
ろん、落雷や車の飛込み、風水雪害、地震の場合のお見
舞い金までワイドに保障しています。
　また、これまでの風水害等に「特約型」を新設し、風
水害や地震の際に上乗せしてお支払い。家財の被害につ
いても対象として見舞金を拡充しました。


